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T は .じ め に
昭和47年歯科日経外科来院患者のうち6オ未満が全体の63多を占めて.そのうち66.9帝

は各島蝕癖のため通院 しています.その中には lオの幼児も含まれていますので,幼児に口腔衛生

について正 しい知練を与えよい習慣づけができるようにするには,母親が育児の中に正 しい知識

を取 9入れる必要があると思います｡そのため昭和47年4月エ9現在まで27名の患者に保健

指導を行なってみました｡今回はいろいろの家庭環境の中から大家族 と枚家族の場合をと9あげ

報告したいと思いますO

Ⅱ 指 導 内 容

川 乳歯保護の重要性

o岨噴器官 として大切です｡

o発音に大きな関係があ9ます.

o乳歯と永久歯との交換が正 しく行なわれます0

12) 乳歯萌 出の時期と版序
ノ

(3) 萌出後の注意

乳歯が4本生えたらブクプクうがいを,奥歯が生えたら歯ブラシを使 う練習を,子供だけでは

充分できませ4,のでお母様もいっしェにやってあげましょう｡歯が生えたら授乳後は綿花やガー

ゼできれいにふいてあげましェうO特に上弟前歯部唇面,乳臼歯隣接面,疫合面に任意 しましょ

う｡

(4) 食習慣 間食について

甘いものを果物や野菜に変え規則的に与えましェうO甘いものを食べた後はブクブクうがいを

1日3回食後3分以内に3分間はみかきを励行 しま しょう｡

(5) 定期的検診 しましェう｡

(6) 母親に対する刷掃指導

上の歯は上か ら下-,下の歯は下か ら上へ,歯ブラシを回転させながら磨きまLlうo

m 症 例

点者 ○羽○子 昭和45年 1月29日生

3オ4カ月

家族歴 父34オ 母29オ 祖父64オ 祖母 59オ 曾視父母84オ 蕃祖母79オ 妹1オ
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両親血族結婚

既応歴 な し

妊娠中は母休は健康

つは9はぜかったが食物摂取は割合少

をかった｡

家庭環境 父,祖父会社員

家には母親の他 3人の祖母がお9,育

児家事を担当している｡

口腔内状態 ･

暴発性施蝕がみられる｡

はみがきは就寝時,ときどき行なう｡

カラーテスターで歯垢沈着状態を見る

b- 2計才
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食 草 間食について

i) 与え方 不 規 則

ii) 種 類 菓子類 ケーキ キャラメル チョコL/- ト ビスケ･/ト

o飲み物 牛乳 1日2本 (砂楯を加えて ) ジさ-ス 1本 カルピス2杯

ジ ョア1本 (時々) この他Jl-ルシ (名糖 )を1日2回与えていたが3オ

児検診時注意されやめたo

iii)嫌いなもの チーズ 夏みかん

iV) 母親の間食に対する態藍

間食は祖母によって与えられ菓子屋にいっては7メ,チョコL/- トを買い与えているo

問 題 点

1.家族関係について

世間一段によいと言われる親子の関係は正三角形の関係であ9,チ

供は父と母のしっかbとした基盤の上にその現点を結んでいるO この

正三角形の他に祖父母が加わり他との娼係が生 じたとき一般にV､ろい

ろと問題が起るといわれている｡

患児の家庭の場合

i) 子供を中心に6角形の形と怒る｡

ii) 父,埴父は会社員にて家庭外で多くの時を過すO

家庭では子供2人に養育者4人であ9,祖母による育児は子供中心というより自分中心の考

え方にな9易いのではをいか｡
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iii)家庭内における母親の主体性がはっきりしない.

iV)子供同志の̂問関係が少をい｡

生活習慣

i)ロ睦衛生知識について

母親-のロ-I)ング法に対する7ンケートの結果では歯を磨

くことは食物のかすをとるためと理解しており就寝時のみ磨-

いている
.

正しい踏みがさの方法については知らない
.

ii) 保護者が絶えずロの中を注意する習慣がない｡

iii) 歯みがき, うがVlの習位が生活の中にと9入れ られてい恵いため, うがいや歯みが さが

充分できない｡

3.食 習 慣

i)間食の与え方が不規則であり,その種猿に問題があ りますo

ii) 多すぎる飲み物,栄養的に糖質ばか Dに片寄 9, ビタミンや蛋白質が不足 しています.

iii) 家庭が祖母を中心としてお9,大人中心の献立と食事の規則がある等が考えられます.

iV)間食が母親の思V,通 9に出来ない.

Ⅴ )乳酸飲料が多い｡

解 決 策

1. 家族関係について

子供の育児については,正三角形VCもどした形で行をう.家庭内における母親の立場を明確忙

し,はみがさ指導.間食は必ず母親を通 して行なうo この方法は母親の思い通 りの育児絞出来る

が祖母の病足を積られず問題がある｡

患児の場合

母親,祖母の間でおやつの与え方,種類.歯みがきゃ うがいの習慣について規則をつ くる｡

実行の方法は 日,時間を決めて与えるO現在では 1人 1日1回与えて も4回のおやつを受けた こ

とになるO

規則が決められない時には家庭内で子供に対する父親の立場をはっき9させ統一をはかるO年

老い>た祖母については散歩等の相手を子供にさせることによって老人に対する労わDの気符を育

てるようにするO子供同志の影響が現在の所少ないが妹がV>るので妹への影響 も考え, この機会

に良い習慣を身につけるよう話 し合 う｡

2 生 活 習 慣

i) 母親へ 口腔衛生知識の普及をはかるO母親を通 じ祖母へ も教育する.

正 しい歯みがさ習慣を身につけるよう指導する｡ 1日3回食後 3分以内に 3分間必ず実行する

よう指導するO幼児が正しい知識を得るためにも母親へも規則的な配慮 と根気のある実行力を身
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忙つけさせよう｡

ii) 幼児にブク7'クうがVl,はみがさ指導を行ない,歯とロをいっもきれいにする習慣を身

につけさせよう｡

iii) 保護者が絶えず口の中を注意する指導を行なう｡

iV) 食べた後は必ず うがいをさせるo

V ) 定期検診を行なう｡

3 食 習 慣

i) 間食について祖母,母親の問でいつ何を与えるか規則をつくるo

ii) 甘いものを果物や野菜にかえる｡蛋白質やビタミンの多いものを摂取するよう考える.

iii) 大人中心の献立を子供の食べやすいよう工夫する｡

iV) 食尋のリズムを整え決められた時間に与える｡

V) 乳酸飲料をさけるO

指 導 結 果

はみがさ指導 患児- 3回にわたって指導を行なった結果,うがいは出来るようにを9,負

後必ず行なっている.はみがさはまだ上手に出来ないので母親の補助と指導を期待 したい.母親

もローリyク法が出来るようにを9朝夕必ず実行している.

食生活指導については間食-の配慮もされるようにを少出来る限 り甘いものを戒らし献立も子

供用として別に作るようになった｡

症 例 2

患 者 ○中○士 昭和43年 3月16日生

5オ3ケ月

家族歴 父 37オ 母33オ 妹1オ

既応歴 な し

家庭環境 父公務員 母育児の中心

ロ隆内状態

カラーテスターによる口腔内状態は

歯垢沈着は余りみられなかった｡はみ

がさは 1日2-3回行なっているO

食 事 間食について

i) 与え方 不 規 則

ii) 種 類 o英子類せんべい チョコL/- ト ガム

o果物類

o飲み物 牛乳 1日1不 カルt=.ス1杯 プラッシイ1本

iii) 嫌いをもの 魚 スバグ,ティ
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iV) 母親の間食に対する態監

食べたV,時に食べたいものを与えるO

間 蓮 点

1) 家 族 関 係

母親が育児の中心であり特に問題ない0

2_) はみが さ習慣

性みがさ或い払 うがいが正 しい方法で行なわれていなho

3) 食 習 慣

o偏食傾向がみられる

o間食の種類,与え方に問題がある.

解 決 策

1 家族全員ではみがき召燐を身につけようo

母親に正 しい歯みがさ指導を行なう0

2 食 習 慣

i) 偏食をなくす よう調理に工夫 しよう｡

ii) 間食の種頻,与え万を考えよう｡

指 導 結 果

息児.母親 ともVC正 しい方法で歯みがさができるようになった｡ ロや歯VCついて興味を示 し,

間食もチョコL/- トやガムから果物に変え幼稚園児であるので夕食との関係を考えた上でおやつ

の与え方にも注意するようになった｡

Ⅳ か わ 少 に

以上2例の指導の結果を報告 しましたが, 1例は大家族であ9,1例は核家族での保健指導で

した.それぞれの長所短所を熟知 した上で,もっと育児の中にロ隆衛生についての知識を取 D入

れ られるよう,いろV}ろの角皮エ9検討を加える必要のあることを痛感 しました.

これからもより良い保健指導をすすめていきたいと思います｡
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